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研究成果の概要（和文）：サツマイモを加水加熱処理し、濃縮したシロップ状の液体が歯周病の原因菌の増殖に
及ぼす影響を調べた。その結果、サツマイモ由来の試料に増殖抑制活性が見られた。これは供試したサツマイモ
の品種の全てで歯周病原菌の増殖抑制活性を認めた。従って、サツマイモ成分に歯周病菌を抑制する物質が含有
すると示唆された。
次にむし歯の原因菌についても、砂糖をサツマイモの蜜に代え培養すると、プラーク主成分のグルカンという多
糖の試験管壁への付着量が、砂糖添加の通常培地と比較して減少した。従って、サツマイモ成分にむし歯菌によ
るプラーク生成を抑制する物質が含有すると示唆された。この２つの活性成分を特定するべく実験を進めてい
る。

研究成果の概要（英文）：A syrup-like liquid made by concentrating sweet potato juice was 
investigated for its effect on growth of periodontopathic bacteria. The specimen from the potatoes 
showed antibacterial activities. In addition, the activity of the bacterial growth inhibition was 
observed in all of the sweet potato varieties tested. It was suggested that sweet potatoes contain 
substances that inhibit periodontopathic bacteria.
When cariogenic bacteria that are cultured in a broth supplemented with sucrose, glucan, main 
component of highly sticky plaque, usually is formed on test tube’s walls in experimental manner. 
When the bacteria were cultured in a broth with sweet potato syrup instead of sucrose, the content 
of polysaccharides attached on the wall was reduced exponentially compared to normal medium with 
sucrose. It was suggested that sweet potatoes contain substances that inhibit plaque formation by 
cariogenic bacteria. Experiments are underway with the goal of identifying these active ingredients.

研究分野：細菌学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本人の歯の喪失原因の約8割を口腔２大感染症が占める。
原因細菌を定着抑制することが最大の予防策と考え、素材の開発を目的として研究はスタートした。注目点は、
国産で自給自足可能農作物のサツマイモを原料に使用する点。今回の成果を医療に応用し、大幅な医療費削減に
繋がれば社会的意義が大きい。学術的成果は2つある。１．う蝕菌が産生する多糖が歯面に固着する歯垢形成過
程を阻害する活性が、サツマイモに発見されたこと、2．歯周病原菌がサツマイモ成分により増殖抑制されたこ
とである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
２大口腔感染症のうち、う蝕（むし歯）は全世界人口の 7割、日本人の 9割が患っている生活
習慣病である。また、歯周病（歯槽膿漏）も厚労省 2005年の実態調査によれば、軽度を含める
と成人の 8割以上が罹っている感染症である。我が国でも 2000年から厚労省と歯科医師会によ
り「80歳になっても 20本以上自分の歯を保とう」という 8020運動が推進される一方で、日本
人の歯の喪失原因の約 8割をう蝕と歯周病が占めている。 
低年齢、若年からの食生活、行動変容はもとより、う蝕、歯周病の原因となるプラーク除去な
ど日常生活で積極的に予防対策をできることが、高齢者になっても継続的に健康な歯を保ち、健
康長寿を延伸するためにも必要となる。歯周ポケット内のプラークで増殖したジンジバリス菌
(Porphyromonas gingivalis)に代表される歯周病原菌が引き起こす歯周病については、軽度な歯
周炎から、歯槽骨を溶かすという重度な感染症までさまざまであるが、これも基礎研究レベルで
いくつか対処法が考えられている程度である。こういった状況を学術的背景とし、歯周病やう蝕
を減らすための画期的な方法を応用化までもたらすために国産穀物のサツマイモに着目した。 
２． 研究の目的 
 歯科の研究領域では、現在のところサツマイモを材料とした研究はない。歯科領域の商品開発
でもサツマイモを使用した口腔ケア組成物などの商品は皆無である。従って、口腔ケア組成物の
技術分野の視点から、簡易な化学構造をもち、う蝕予防やプラーク形成の抑制ができたり、歯周
病の発生を顕著に予防できたり、且つ安価に製造可能な口腔ケア組成物の出現が望まれている。
この期待を実現可能とするのは、日常から食物としても利用している天然物由来の物質である。
これは低コストなうえ、人体に対して無害で使用回数にも制限がない最良の材料となる。本研究
課題では、国産のサツマイモに着目し、口腔ケア、とりわけ歯周病予防の応用につながる物質を
探索し、その成分を特定することを目的とした。 
３．研究の方法 
 サツマイモのしぼり汁から加水加熱処理を実施し、さらに濃縮してできたシロップ状の液体
を用いて歯周病原菌の増殖に対する影響を調べた。また品種の違いによる活性を比較した。 
歯周病原性細菌の増殖を抑制する活性を示す画分から、その活性を示す成分の特定を行うこと
を目標とした。成分特定については、単一標品まで精製することを研究目標とした。 
同様にう蝕予防の活性としてう蝕原性細菌がもつ歯垢形成抑制活性を検討した。この活性画分
についても、その活性を示す成分の特定を行うことを目標とした。 
４．研究成果 
 まずは歯周病原性細菌の増殖抑制活性について、図１のようにサツマイモ蜜を培地成分に添
加した場合、コントロール（通常の培地）が細菌増殖で培地が混濁した結果と比較して、明らか
な増殖抑制を認めた。 
また、この活性はサツマイモの品種によっても、品種による活性の程度の差はあるが、供試し
た品種の全てで増殖抑制活性が認められた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、う蝕原性細菌についての活性については、ショ糖添加した培地中での培養によって試験管
壁に形成される、高粘着性のプラークが、ショ糖の代わりにサツマイモの蜜を添加した場合に、
明らかにプラーク形成量が減少した。 
 歯周病原性細菌増殖抑制活性については、当該蜜成分から粗精製を実施した結果、水で薄めた
水溶液の遠心上清に活性を認めた。その可溶性画分から活性画分の抽出を行った。 
う蝕原性細菌によるプラーク形成阻害活性については、逆相クロマトグラフィーを実施し、部分
精製まで到達した。引き続き単一化合物まで精製を進める。どうやら両者の活性は異なる化合物
によりもたらされることが示唆された。 
 サツマイモの葉についても歯周病原性細菌増殖抑制活性を示すか否かも検討した。葉の粉末
粒子から有機化合物に溶ける画分を抽出し、歯周病原性細菌の増殖を抑制する物質が含まれて
いるかをみたところ、粗精製画分にその活性が認められた。さらにヘキサンを中心とする有機溶
媒で逆相クロマトグラフィーを利用して、活性画分の範囲を絞っていった結果が図３である。こ
れによると、フラクション４番と５番に最も細菌の増殖を抑制する活性が認められた。 
 



 
 

 
このように、サツマイモのいろんな部位に当該活性が認められることが示唆された。今後はさら
に当該活性を示す物質を特定する実験を継続する予定である。 
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